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今

「自然・歴史・風土・文化・景観・生活空間」など私たちが抱えている地
域に対する思いを確認・発掘・再生し、将来の世代に身近なものとして
残していくこと、増やしていくこと、そして地域のコミュニケーションを図
り、多くの人々の参加による「まちづくり」を目指します。

将来

発掘・再生・保全

梁尻から花の
都公園までの

地区

山中諏訪神社
を中心とする

地区

旧鎌倉街道沿
いの地区

紅富士の湯と
管理組合の周

辺地区

山中浅間神社
を中心とする

地区

まちづくり

そのままのまちづくり

良いものは保全に力を注ぐ。
既存の美しい景観や神社史
跡

ひき算のまちづくり

不要なものは取り除く。
散乱した廃棄物や朽ち
果てたものの撤去。

たし算のまちづくり

古くなったものの補修修繕。
看板の塗りかえや植栽。

まちづ

くり

五感

目（視覚）

観たままの景

色

耳（聴覚）

にぎわい。

風の音や鳥の

声

鼻（嗅覚）

町のにおい。

草花のにおい

。

肌（感触）

歩きやすさや

肌ざわり。

舌（味覚）

味わい。

おいしい水や

空気

Ａ） 各地域での合意を得た「まちづくり」

Ｃ） 見せるだけでなく楽しめる「まちづくり」

Ｂ） 身近なところの積み重ねによる「まちづくり」

１） 既存を生かした「まちづくり」

２） 見せるだけでなく楽しめる「まちづくり」

「まちづくり」のための手法



梁尻通り入口
既存の林をつかった

そのままの「まちづくり」

梁尻通りに入って、すぐ左側にあ
る林。

榛の木・ブナなどの巨木が多く、
野鳥も数多くおり、なかには巨木
の枯れ木にキツツキが巣を作って
いるのも観られます。

林の中を下刈りをすれば、聴覚・
視覚・感触などが刺激され、すば
らしい森林浴の場になることでし
ょう。

時 間

・保全するだけなので時間
はほとんどかからない

費 用

・ボランティアでの作業で
は費用はかからない。
・下刈り等で多少の費用。

梁尻通りブロック塀を改修した
プラスの「まちづくり」

緑が多くあり、自然環境がとても良く、非常
に心地よい通りですが、一部ブロック塀が廻
りの自然環境と調和せず残念です。

手軽にできる手法としては、下の写真のよう
にツタ等の植栽・塀の塗りかえ等が考えられ
ますが、できれば改修時に自然石を腰下位積
み上げ、その上に植栽、または周辺に調和し
た生け垣などをつくりたいものです。

時 間

・植栽・塗り替え補修程度では短期
・ブロック塀の生垣化程度では中期

費 用

・植栽・塗り替え補修程度ではでは少ない費用
・ブロック塀の生垣化程度では多少の費用

既設廃屋をつかった
プラスの「まちづくり」

古い家屋でも、雰囲気の良い建物は、ちょっと手を加え
て、オープンカフェなどに再利用できると思います。
多少の費用はかかりますが、古い建物の不思議な雰囲気
は新築ではなかなか、かもしだすことはできません。
使い方によっては、オープンカフェ、案内所、土産物屋
など、その地域の拠点にもなってくるのではないでしょ
うか。

時 間

・古くなった建物を改修するので、新
築よりは時間はかからない。

費 用

・改修工事ではあるが、 小限の改修
であれば、新築より費用はかからない

・下の写真のようにテラス・芝のガー
デン等までになると、大きな費用。

時 間

・不要な物の撤去はすぐにでもできる。

費 用

・少ない費用しかかからない。

看板等の塗りかえや不要物の撤去など、する気にな
りさえすれば、すぐにでも美しい景観をつくること
ができます。
看板等の脇にでも雑草ではなく、香りの良い植物な
どを植えると、前にたったときに、良い香りがして
心地よいのではないでしょうか。

不要なものをなくす マイナスの「まちづくり」



既設の河川に手を加えた プラスの「まちづくり」

桂川の流れです。水門と川辺におおいかぶさる木々
……以前にはホタルも飛び回るこの周辺での一番いい
雰囲気を醸しだしている場所だと思いませんか？
できれば、もっと川辺に近づきたくありませんか？
ここに、「水と緑」をテーマに親水歩道・桜などの植
栽を整備したら……その一帯は、水と人の接近が感じ
られ、ゆったりとした時間に満ちると思いませんか
……今のままでは、せっかくの豊かな自然環境が手の
届かない存在のままです。多少の時間と費用はかかり
ますが、地域住民、また山中を訪れる人々にとっては
、大きな価値のあるものになるでしょう

時 間

・河川なので、工事・許可等で時間はかかる。

費 用

・おおきな費用はかかりますが、将来を見据え
たなかでは、大きな価値がある。
・植栽なら少ない費用しかかからない。

山中湖から桂川への流出口は、昔から魚取り・水遊びなど
、地元の子供達のかっこうの遊び場として人気のところで
す。
しかし、現況は川に入るのにハシゴをかけて下りたり、子
供の遊び場としての整備はされてなく、どちらかといえば
危険な場所ではないでしょうか？
この場所を下の写真のように、自然石などを敷き詰め、親
水公園として子供の遊び場としての整備することができた
ら、もっと子供達が自然に親しめることでしょう。

桂川への流出口に手を加えた
プラスの「まちづくり」

時 間

・河川なので、工事・許可等で時間はかかる

費 用

・おおきな費用はかかりますが、将来を見据
えたなかでは、大きな価値がある。

・植栽なら少ない費用しかかからない。
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そして合意
（まちづくり協定） 「まちづくり」

の実現へ！

啓発活動を通し、学習し合意（まちづくり協定）に達するまで

１） アンケート等をもとにして、共通の課題を認識して話し合う。

２） アンケート・話し合いの結果をもとに基準をつくり、長期展望の
なかで発展させることが「まちづくり」のスタートになる。

ワークショップ（work shop）とは？

本来 ワークショップ（work shop）とは、「作業所」や「工房」を意味する語
ですが、今日では「体験型の講座」を指すことが多い系体です。

体験型の講座の意味でのワークショップは、問題解決やトレーニングの手法であ
り、近年は企業研修や住民参加型まちづくりにおける合意形成の手法としてよく
用いられてる。

住民が中心となって、地域の課題を、解決しようとする場合に、ワークショップ
手法がよく用いられている。具体例としては、「まち歩き」「まち体験」などの
活動や勉強会の開催であり、その活動が次第にプログラム化されていく中で､ま
ちづくりワークショップとして定着させてゆく手法。

近年では、KJ手法（データーと、カードの記述し、それをグルーブごとにまとめ
、図解し、まとめていく手法）やデザインゲーム（模型を用いたまちづくり）な
どの手法が多用されるようになり、さらに住民の合意形成技術として注目されて
いる。まちづくりワークショップの、効果として期待されるのは、参加者同士の
体験共有、意見表出、創造表現、意見集約その他のコミュニケーションを深める
ことが期待される。



パタン・ランゲージとは？

パタン・ランゲージは、カリフォルニア大学の環境デザイン学部建築学科教授の
クリストファー・アレグザンダーが提唱した建築・都市計画に関わる理論です。

人々が「心地よい」と感じる環境（都市・建築）を分析して、２５３のパタンを
あげ、パタンが集まり、それらの関連のなかで環境が形づくられます。

パタンの例としては、「自立地域」「商店網」など町のコミュニティーを定義す
る広い部分からはじまり、次に「複合建物」「座れる階段」など個々の建物や建
物間の空間を定義するパタンなどがあり、「まちづくり」のルールを決める際に
役に立つヒントにもなっています。

美しい街や住まいには、共通する普遍的なパタンにより創られているというもの
で、かつては誰でも知っていましたが、急激な近代化のなかで忘れられてしまい
ました。

建物を撤去したまっさらな土地に広い街路を造り、高層ビルを建てる、といった
近代都市計画の理念とは正反対の発想であり、既にある道・狭い路地・神社や目
にとまる植栽、窓からの眺めといった「ヒューマン・スケールな要素を重視」し
て計画を進め、住んでいてよかったという実感を心から感じ、次世代にも継続が
期待できる「まちづくり」ができる手法であります。

都市計画法・建築基準法 各市町村の条例・要項

国内一律に適用される

最低限の約束事

日常生活の視点から考えると

まだまだ「大きな枠組み」

毎日の生活の中から提案されたもう少し細かなまちづくりへの要
求を整理し、自分達の住む地域を自分たちの手で住みやすい環境

に育て上げていくための「住民同士の約束事」

まちづくり協定

まちづくり協定 → 緑化協定・建築協定・景観協定・看板協定等いろい
ろ例があるが、決まった形式はない。

まちづくり協定 → その地域の住民が中心となり、自治の精 神と創
意をもって、それぞれの地域の事情や目的に応
じて自由に締結される。

まちづくり協定 → 運営については、「まちづくり協定」住民同士
の良識の中で、ある程度の幅を持ちながら進め
社会の状況や価値観の変化など、場合によって
は見直しをしなければならない。

また、さらなる目標実現にあたって、協定成立
後も、運営を役員だけに任せてしまうのではな
く、住民一 人ひとりが「まちづくり」の主体で
あることを忘れないで徐々に努力していくこと
が大切である。

１）「まちづくり」の実現のためには、まず、現況を十分調査し、
課題を明確にして、目標を設定するところから始まる。

２）「まちづくり」の視点にはいろいろな考えがあるので、啓発事
業などを契機に、それぞれが合意できる部分を早く見つけ出
すことが重要である。

３）「まちづくり」の計画課程において、景観を守り育てていく住
民の参加の住民の合意を優先し、発展させていくことが重要
です。

自治会

専門家

山中湖村

山梨県国
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設計協会
建築士会
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一般住民

まちづく
り専門委
員

村の委員

検討合意



ＰＣ用 スマホ用 ガラケイ用





主に山中地区で様々な
まちづくり活動を展開

旭日丘地区
フットパスや

竹灯籠（緑地公園の紅葉祭り
）

などの活動

平野地区にて
まちあるきイベント開催や

フットパスコース、マップ
作り

長池地区
他のまちづくり団体の

フットパス活動のサポートな
ど

村内全域でフットパス活動を展開





まちを歩くといろいろな風景に出会います。ある風景が嫌ならば、なん

とかしようと思うものです。それが「まちへの欲求」です。「まちづく

り」は、この欲求からはじまります。

「まちづくり」の主役は、一人ひとりであり、地域住民のみなさんに景

観への関心を高めていただくことが「まちづくり」の第一歩です。

そして、一人ひとりが異なった価値観を持ちつつも、互いに尊重しあい

、地域住民、行政、または区会等で十分意見交換をかさねたうえで合意

し、ひとつのものをつくりあげてゆくことが何よりも大切です。

このまちづくりをきっかけとして、地域住民の方々や行政が協調しあい

、その地域の「まちづくり」「景観づくり」の手助けとして役立てば幸

いだと思います。




